
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの「こころ」と「ことば」が豊かに育つためには、身近な大人からのあたたかな語りかけが必要で

す。絵本を読んであげることや、わらべうたをうたいながらのスキンシップは、大切な語りかけのひとつ。

大人にとっても、子どもの愛しさを実感できる楽しいひとときです。どうぞ日々の暮らしの中に、親子でゆ

ったりと絵本やわらべうたを楽しむ時間を取り入れてください。この講座では、おすすめの絵本や昔ながら

のわらべうたをご紹介しながら、すぐれた絵本の持つ力やわらべうたの楽しさをお伝えします。 

 

内  容： ・絵本の読み聞かせとわらべうたの実演 

・絵本の選び方、与え方についての講話 

日  程： 

 内容 城北図書館 都田図書館 

１回目 読み聞かせの大切さ ６月２日（土） ６月１０日（日） 

２回目 絵本の選び方 ６月９日（土） ６月１７日（日） 

３回目 絵本の与え方 ６月１６日（土） ６月２４日〈日） 

～ 受ける回が選べます。3回通して参加すると、より絵本の楽しさを知っていただけます。～ 

 

時   間： いずれも午前１０時３０分～１１時３０分 

会  場： 城北図書館（中区和地山二丁目３７番２号） 

都田図書館（北区都田町8751番地の2） 

対  象： 親と子（平成２８年４月１日～平成２９年３月31日生まれ） 

定  員： 親子１５組（先着順） 

申込方法 ： ５月１８日（金）午前９時から 
中央図書館へ直接または電話（４５６－０２３４）でお申し込みください。 

Q.人形供養はいつ頃から行われるようになったのでしょうか？ 

A. 歴史は浅く、戦後急速に広まったそうです。 

 

【参考文献】「供養のこころと願掛けのかたち」小学館 p79～ 

「日本民俗宗教事典」東京堂出版 p559『もの供養』 

プライバシー保護のため、質問内容は一部修正してあります。 

 



 

 

 

当館では、浜松市南区新橋町の山内家よりご寄贈をいただいた資料を収蔵しています。同家は江戸時

代後期から昭和３０年代まで五代にわたり接骨医として開業した医家で、県外にまで名声を博しました。 

その中から、今回は五月の凧揚げに関わる手紙を紹介します。成子町の「和田甲子」から、「山内御隠居

様」へ宛てた手紙で、５月１日付で書かれたものですが、年号は不明です。 

手紙の中で、「いよいよ五月の節句も近づき日々の『タコ』上も年々優る賑やかなのが当年は殊に賑

やかく鉄工場で大さわぎ、帰りはいつも夜る提灯何拾張とも数知れず（中略）何とたとへようもなき

賑やかさ、其の賑やかなのを見るにつけ御隠居様に此のにぎやかさをほんとにお目にかけとう御座い

ます」と書かれています。 

鉄工場での凧揚げの賑わいぶりが書かれていることから、鉄道院浜松工場建設予定地（現在のＪＲ

東海浜松工場）が凧揚げ合戦の会場だった、明治４３年（1910）または同４４年（1911）のもの

と推定されます。 

 

「手紙に見る明治末の凧揚げ」 

 

辞書を使わずに、わからないところを飛ばしながら英語の本をたくさん読むこと。

やさしい本から始めて少しずつ読むレベルを上げていき、大人向けペーパーバッ

クが読めるところまで英語読書力を上げる方法です。 

 
本のえらび方･･･「YL」と「語数」に注目！ 

図書館の多読資料には、その本の「YL」（読みやすさレベル）と「語数」を表示 

してあります。YL は 0.0～9.9 まであり、YL1 が英語圏の新小学 1 年生程度、 

大衆小説は YL7～8 です。0.2～0.3 の本からスタートしてみてください 

英語多読のポイント･･･めざせ、100 万語！ 

「訳さず英語のまま理解する」のが多読の読み方です。これなら簡単と思える本か

ら始め、まず 10 冊以上読むことをお薦めします。読んだ本の合計がのべ 100

万語になる頃には日本語に訳すクセがなくなり、ペーパーバックの入口に到達で

きるといわれています。詳しくは、コーナーのある図書館へどうぞ♪   

★ 英語多読の３原則 ★ 

１．辞書を引かない（引かなくてもわかるやさしい本を選ぶ） 

２．わからないところは飛ばして読む（知らない単語は読み飛ばす） 

３．つまらなくなったらやめる（もっとやさしい本、面白いと思える本にする） 

↑ YL（表紙下）   

↑ 語数（裏表紙上） 

英語多読とは？ 

 

英語多読コーナー（中央・積志・都田図書館） 


